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★映画「鉄の塊」は、大阪と広島を結ぶ物流の現場を舞台に、離れて暮らす家族への想

いと男の再出発を描いたヒューマンドラマ。長年勤めた工場を突然解雇された主人公

は再就職に苦しむ中、トラック運送の世界へ足を踏み入れる。時間との闘いや人手不

足など過酷な現実と向き合いながらも、日本の暮らしと人々の想いを運ぶドライバー

たちの熱意と誇りに触れ、最初は「ただの鉄の塊」だと思っていたトラック、そして

自らの人生に対する意識を変えていく。「2024 年問題」などで注目を集める物流現場

の現状や社会課題に光を当て、働くことの尊さと地域のつながりを発信する。  

 

★監督の沖正人（おき まさと）氏は、俳優として多数の作品で活動する傍ら、監督・

プロデューサー・脚本家としても精力的に映画製作を手掛ける。近年の監督作に、横

浜国際映画祭など国内外の映画祭で多数受賞・ノミネートを果たした『やがて海にな

る』（2025年）や、『ある役者たちの風景』（2022年）などがある。 

監督の沖正人氏の市訪問日 

日時：10月 23日（金）午後２時 15分から 

場所：枚方市役所 別館４階 市長応接室 

 

＜お問い合わせ＞ 

 総合政策部 政策推進課 

☎072-841-1149、Fax072-841-3039  Mail seisakusuisin@city.hirakata.osaka.jp 

枚方がロケ地の映画「鉄の塊」製作始動 

沖正人監督・脚本 2028 年公開予定 
 

 

 

令和８年（2026年）10月 20日 

市は、撮影地の一部として本市が使用される映画「鉄の塊」製作プロジェクトに、

ロケ地の選定等で協力する。本作は 2027 年クランクイン・2028 年公開予定で、大阪

と広島を舞台に、トラックドライバーを通して物流業界の現状や地域の魅力、人と人

とのつながりを描く。本市内の撮影地は主人公の自宅シーンなどで使われる予定で、

市内に本社を置く株式会社 ABILITY が本作の企画・製作を手掛ける。監督・脚本を務

めるのは、2025 年全国公開の映画「やがて海になる」で横浜国際映画祭にノミネート

され、俳優としても舞台・映画など多数の作品で活躍する沖 正人氏。 

10 月 23 日（金）には同氏が市を訪問し、映画製作に向けた意気込みを報告する予

定。市は、ロケ地候補の提案をはじめとする撮影協力を通じて、映画による地域の魅

力発信を図り、市民のまちへの愛着醸成につなげていく。 


